
低酸素培養にはマルチガスインキュベーターが使われますが、インキュベーターの
扉を開けるたびに酸素濃度が大気レベルに戻り、再び低酸素状態になるには時間が
かかります。
xCELLigence システムでは、各ウェルの電気抵抗値を測定することで、細胞のレス
ポンス（増殖、形態変化、移動・浸潤）を、ラベルフリーで自動的に計測します。
インキュベーターの扉を開けずに（設定した酸素濃度を維持したままで）、カイネ
ティックデータを簡単に取得していただけます。

⚫ 同一ウェルの細胞の増殖や移動浸潤を、低酸素環境を常に保ちながらカイネ
ティックに測定できます。

⚫ 同一ウェルを連続測定することでウェル間のバラつきの少ない質の高いデー
タを取得していただけます。
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低酸素環境下での細胞応答を、

インキュベーターの扉を開けずに、
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代理店

“ This impedance-based, label-free assay was chosen ahead of alternative cellular 
assays such as MTT due to a potential effect of varying oxygen on cellular 
metabolism. （中略） xCELLigence system offers a much more informative and 
dynamic cell analysis in real time when compared to static endpoint analysis at 
selected time points. ” （参考文献２より）

参考文献

データ例

xCELLigence DPシステムとCIMプレートを用いて、ケ
モカイン（CXCR4）と低酸素環境のユーイング肉腫細胞
株（CHLA-25）のmigration（移動）への影響を測定し
た（文献3） 。

A) CXCR4のレセプターに対する阻害剤（AMD3100）
を加えると上部チャンバーから下部チャンバーへの
細胞の移動が抑制される。

B) 通常酸素濃度（21% O2）での培養と比べて低酸素
下（1% O2）ではmigrationが亢進された。

抗がん剤（Artesunate）の抗
腫瘍効果（細胞障害性）を、
HeLa細胞を用いて、異なる酸
素濃度下で測定した（文献
2）。

A) 21% O2

B) ４％O2

C) 1%O2

通常酸素濃度下よりも低酸素
環境下の方が抗腫瘍効果が高
いことがわかる。また時間応
答性も酸素濃度によって若干
異なる。

（データ引用：参考文献２） （データ引用：参考文献４）


